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研究背景と目的研究背景と目的

1.1.インターネット上での動画投稿サイトインターネット上での動画投稿サイト
2.2.利便性利便性
3.3.問題点問題点
4.4.解決策解決策



1. ネットワークの構築

– PC2台＋負荷をかけるPC1台

– ルータ2台

– IEEE1394接続ビデオカメラ
2. ストリーミング動画配信ツール「DVcommXP」のインストール

3. 動画転送を行い、問題が起きないかストリーミングを実際に転送し確認

4. 実験①、②

実験の流れ実験の流れ



ネットワークの構成ネットワークの構成

YAMAHA
RTX1000

YAMAHA
RTX1000

S5 S4

Linee



S4ルーター設定S4ルーター設定



S5ルーター設定S5ルーター設定



C:¥Documents and Settings¥じょーし>ping 192.168.3.23

Pinging 192.168.3.23 with 32 bytes of data:

Reply from 192.168.3.23: bytes=32 time=1ms TTL=126
Reply from 192.168.3.23: bytes=32 time<1ms TTL=126
Reply from 192.168.3.23: bytes=32 time<1ms TTL=126
Reply from 192.168.3.23: bytes=32 time<1ms TTL=126

Ping statistics for 192.168.3.23:
Packets: Sent = 4, Received = 4, Lost = 0 (0% loss),

Approximate round trip times in milli-seconds:
Minimum = 0ms, Maximum = 1ms, Average = 0ms

C:¥Documents and Settings¥じょーし>tracert 192.168.3.23

Tracing route to 192.168.3.23 over a maximum of 30 hops

1    <1 ms    <1 ms    <1 ms  192.168.1.1
2     1 ms    <1 ms    <1 ms  192.168.2.2
3    <1 ms    <1 ms    <1 ms  192.168.3.23

Trace complete.

C:¥Documents and Settings¥じょーし>

接続確認接続確認



ストリーミングソフトDVcommXPストリーミングソフトDVcommXP



実験内容実験内容

接続確認

RTPパケット

シーケンス番号
○○○○

S5 S4
DVTSDVTSストリーミングのしくみストリーミングのしくみ

フレームフレーム・・・



接続確認

フレームとはフレームとは

（ ＾ω＾） ⊂ 二二（ ＾ω＾）二⊃

1秒間に送る画像数

実験内容実験内容



•TV放送：60fps
•映画やアニメーションフィルム：24fps

Fpsとは(Frame Per Second)の事で、

動画のなめらかさを表す指標

ここでは略してフレームと呼びます

実験内容実験内容



ネットワークの構築

接続確認

実験内容実験内容

◎実験１◎実験１

Lineeの負荷(constant)とDVcommXP内の設定でフレーム

レートの値を変えパケットロス率を調べる



実験結果実験結果
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ネットワークの構築

接続確認
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実験内容実験内容

FPS１０、２０、３０のそれぞれの値で

実験１と同様にデータを取り、パケットの到着時間を調べ、
前後の到着時間の差を出してグラフ化してフレームの境目
を調べる

次に調べたフレームの境目を基に、
「１フレームあたりの平均パケット数」、「 １フレームあたりの

平均パケットロス数」、
「 １フレームあたりの平均パケットロス率」を調べる

◎実験２◎実験２



接続確認

実験結果実験結果

1フレーム判定のための散布図
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10fps時のフレーム判定



接続確認

1フレーム判定のための散布図
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実験結果実験結果

20fps時のフレーム判定



実験結果実験結果

接続確認

30fps時のフレーム判定

1フレーム判定のための散布図
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実験結果実験結果
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実験結果実験結果
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結果と考察結果と考察

フレームレート、Delayの値が大きいほどパケットのロス率は高くなる

フレームの境目は散布図より明らかで、各フレームレートともフレームの
境目となるパケットの到着時間の差は0.021~0.023秒の範囲に収まって
いた

しかし、それとは別に到着時間差が生じるパケットが存在する

また、20ｆｐｓ時には到着時間の差が0.02秒を下回る点が出てしまった

↓

↓

↓

ソフトウェアに問題があるのではないだろうか？



結論結論



検討課題検討課題


